



















対象は、 2000年 3月から 2002年 6月に動注リザーパー及び IVHリザーパーの両方または
いずれかを留置され、現在当科外来にて治療継続中の患者 18名のうち、研究期間内に受診で
来院した患者と当病棟に入院した患者 14名(男性 8名・女性 6名、転移性肝癌 8名・肝細
胞癌 1名@醇癌 5名)で、あった。そのうち、動注化学療法と全身化学療法を併用している患































恐怖心 4/13(31 %)、差恥心 3/13(23%)であった。留置部別ではそれぞれ前胸部は痛み
9/13 (69%)、恐怖心 3/13(23%)、差恥心 1113(8%)であり、下腹部は痛み 5/11(45%)、
恐怖心 3/11(27%)、差恥心 2/11(18%)であった。性別では、前胸部の差恥心があると
答えたのは女性 1名(左右前胸部に 2箇所留置)、下腹部に差恥心があると答えたのは男性 l
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年齢 性自1] 疾患 リザーパー留置部位
①H.H 73 男 障臓癌 前胸部圃下腹部
②O.S 68 男 豚臓癌 前胸部圃下腹部
③O.K 74 男 陣臓癌 前胸部・下腹部
④O.N 67 男 勝臓癌 前胸部・下腹部
⑤M.T 52 男 隣臓癌 前胸部・下腹部
⑤>K.K 71 男 転移性肝癌 前胸部・下腹部
⑦N.M 55 男 転移性肝癌 前胸部・下腹部
⑧iU.K 63 男 肝細胞癌 前胸部
⑨H.I 64 女 膝臓癌 前胸部 a下腹部
⑩I.T 68 女 藤臓癌 前胸部・下腹部
⑪O.M 42 女 転移性肝癌 前胸部・下腹部
⑫S.M 50 女 転移性肝癌 前胸部
⑬T.H 73 女 転移性肝癌 前胸部・下腹部










①右前胸部 ②左前胸部 ③右下腹部 ④左下腹部
2. リザーパーを留置していることによって、現在、運動制限がありますか?






























3 現在、前胸部のリザ ー パ ー 留置部に違和感はありますか?
①全くない ②動作時に時々ある ③動作時に常にある ④常にある
4 過去に、前胸部のリザーパー留置部に違和感がありま Lたか?
①全くない ②動作時に時々ある ③動作時に常に晶る @:常にある
②~④と答えた方にお尋ねします。違和感はいつまで晶りましたが?
①抜糸まで ②一ヶ月 ③ 3ヶ月 ④6ヶ月 ⑤1年以上
5 現在、下腹部のリザ パー留置部に違和感はありますか?
¢全くない ②動作時に時々ある ③動作時に常にある ④常にある
6. 過去に、下腹部のリザーパ 留置部に違和感がありましたか 7
①全くない ②動作時に時々ある ③動作時に常にある ④常にある
②~④と答えた方にお尋ねします。違和感はいつまでありましたか?






















































n=13 前胸部 0=13 下腹部 n=U
運動制限有 。人(0%) 。個(0%) 。個(0%)
違和感有 4人(31%) 4個(31%) 3個(27%)
ボディーイメージ
に対する不満 6人(46%) 5個(38%) 5個(45%)
有
穿耳目!日寺の痛み 有 9人(69%) 9個(69%) 3個(27%)
恐怖IC>有 4人(31%) 3個(23%) 3個(27%)
差恥，~\有 3人(23%) 2個(15%) 1個(9%)
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